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雷管の死墜及最小起爆 童に関す る研究
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仰･r経 也の群の捜粉血故が沖ES噂の北坤を
輿へる塙.捧袈禁としてテト1)-ル官用ひI基
粉見及び肪=腰沖歴 (秘抄t=加へる挺)の碓

Tiる各様の闇野と製作して苑火紬/r行ひ､
その中畑串を剖ペ,これに依って穀小包!鼻血
及び那二足伸aSの庇大仏(死gS)とゆ附し,†二o
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批判'JI廿に故用し1:甜元は次の血 わであ
る｡

(1)留兼 衣白色のhLr晶 純度 凪691
(2)並架較カ1J 横軸なる身東 純度 98
87.%'

(3)は抄 軒家 77塩米穀カ')23に'L='ク

チ ン 019,% をi尾じ退役したるものを
50cc以下で定規す｡

(4)テト1)-ル 淡BL色の出品 MIP LSIT7
0C

(5)管抹 材J'E 朝(弟98% 奄鈴2%)州重
i'一617耗 外醐 J̀6.5粍 床上約9Jた
(6)内管 材好 管体と同じ.外操的6L6
托 Pl托約58耗
(7)釈料71柑=の教法
竹椎にテトリーrL･0.29瓦を･柵挿し7

0-73粍の芯さに挺押しklにテトT)-

ル016瓦 2̂持拝して米匹押a)をゝIよ粉

を梢拝したる後内管Lz下向に入れ､.秤

と錘放した手肘筋搾鎖で一本掩輪EL
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嬰する最小煉粉丑は第二脚 脈の鎧さ
にJb邦fJ.-る｡
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(2)脱1は第二此押歴を一定とLI卓砂丘々
崇化 した切合の中は曲臥 !a12は姓砂
丘を一定とし第二座坪庭の戦きを欝化
した場合の年増此奴を鉄也括JJtから描
いたものであって､広神産を一定とL

T=甥含ははBl丑の波少と井に中は弟生
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群さ約5兜の鈴盛上に匂狩 を藷瓜に鑑き､

荊一位導火扱 (日化′トir作恭ei昭和20年科)

で･納 吉鉛霊 芝芸aL芸完 の綿 はとした 1
(I)許二郎 缶と別 電 煉最のBg掛 rF淡 雪
のBZlらr･あって碓 琴4･先便 させ るに
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ェ 更 火 葬 i&甘 牡 姉 9 容 が 岬 105

tlf軸 - l串は著しく相加し､

相もJM JSが大'}る咋r呈呼姐が生

じ易いことが申】る｡(･V 5ql及びP
げ から特牛il曲扱JL書かブはtd'･が符らLLる｡fblに甘さて巌特車D銘 さが小さい時は曲掛 王水7Pi:近vtが

広拝左が大きく

T3aIこ従ひ曲畝は企鼓に上井 Ll:
カる｡BP別 解が･Bく13八は丑小丘tI牡も

大姉Iこ相加する拝であって､i紬 Btを
相当多生に依っても詳しく曳果すrlば'FW

となる可SE粍･iあることにTLる○

逆l=桝 Elが小さい甘合の曲輸･ま殆んど水平{･あるのIC･比の取囲l{'･三最小
起付足に2,tするだ拝出か色盲Ot!

廿は少いことに･'}るが9!にJS拝丘と小

さくすitは帯皮の減少1:困る姓抄Dは力がTF
iSくlLら,蛙小社叫1は再び相加する
億向があると馴まtlる

Dでやはi'生 じ易い挺神Bの戦引 二は机井がb

るものと想便される.純 粋 な る 空 家 の 結 晶 に 就 て

(相 中 123年 SI1301】重 理)
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T # Tnl束をJで的に生席せる虹品

は殆ど凍色.:してtil也の拙砧は少女7)岨化物i･加へIt浪迫する娼舶IQ拙 く矧 1日=桝し相や｡こ､l二間R

の地 政と吋噴し耗腔耗さ符戒をSil成せんとし1ニrf訳''LTころ各碑文幹の捉過に次号はべん
とす｡'l汀Rは水SlとU.ll'取glにして純伴

なるi','']品は扱姓

すろ如 く触巴逮JBなるダイヤ キ ン rn･J払 17Iである｡i,I.瓜tt!は斜方d7I系l=屈し革一

･も'lJ?Llの軸iL比はC-'17121-

1353 7Eにして袋枕.-107A､'}り｡qt-tI11L叩 四
管のJpJ.LT-ibLLM 各介すltnの




